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　ぜんそくの薬に対するイメー
ジは、「気道の過敏な反応」や「発
作」を「抑えてくれるもの」と
いう漠然とした捉え方をしてい
るのではないかと思います。け
れど、ぜんそく治療に使われる
薬は、症状を鎮める薬 ( 発作止め
薬：リリーバー ) だけではありま
せん。症状を起こさないように
体調を整える薬 ( 長期管理薬：コ
ントローラー ) も重要な役割を
担っています。
　そして医師は、患者の年齢や
症状、環境整備や運動療法の様
子など、いくつかの点を総合的
に判断して内服薬や吸入薬など
を処方しています。

　ぜんそくは自律神経の働きや
心理状態、心肺機能や運動とも
深いかかわりがあります。ぜん
そく発作を起こすことがあって
も、症状が落ち着いているとき
に体調に合わせた運動を行い、
基礎的な体力を身につけること
で、発症を重症化させない、発
作が起こりにくい身体を作るこ
とができます。
　運動は、朝早く起きて散歩し
たり、深呼吸を取り入れた体操
をしたり、水泳などぜんそくの
人に適しているといわれるもの
を実践してもよいと思います。

　アレルギー反応の原因 ( アレル
ゲン ) となるものは人によって
様々です。アレルゲンはハウス
ダスト・ダニなどの「吸入抗原」
と、卵・乳・小麦などの「食物抗原」
と呼ばれるものがあります。ま
た、気温差や風邪など、アレル
ゲン以外にも症状を引き起こす
誘因となるものがあり、これら
は刺激因子と呼ばれています。
これらの「症状を起こす引き金
となるものをできるだけ避ける」
ことを環境整備といいます。　
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喘息の気管支の状態

呼吸困難を示す他覚的所見
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正常な気管支 慢性的な炎症状態 気道が狭くなった状態

（発作時）

□ 家具

□ じゅうたん

□ ソファ

□ ぬいぐるみ

□ 家具

□ カーテン

□ ペット

□ 掃除機

□ 鉢植え

□ 洗濯物

□ 暖房器具

□ タバコ

日光干し、加熱、乾燥、高密度繊維カバーの使用など

使用しないことが望ましい。フローリングにする。

布製のものは使用しない ( 革製か合成皮革にする )。

できるだけ処分し、洗濯できるものを少数のみにする。

数を減らす。扉をつける。上に物を置かない。

洗濯できる素材のものにする。ブラインドに替える。

毛の生えているペット ( イヌ、ネコ等 ) は飼わない。

フィルター付きで集塵袋が二重になっているものにする。

室内に置かないようにする。

室内に干さない。

石油やガスなどの化学物質を発生させるものは使わない。

受動喫煙を避ける。( 保護者はタバコを止めること！ )

□ ダニアレルゲン回避のための室内環境調整チェックリスト

陥没呼吸 肩呼吸 起坐呼吸
かんぼつ き　ざ

息を吸うときに

　　　の部分が

へこむ呼吸。

肩を上下させて、

懸命に呼吸する

状態。

息苦しくて横に

なることができ

ない呼吸。

炎症を起こす
刺激

ダニ・カビ・食物
・ウイルス・喫煙

など

ダニ・カビ・食物
喫煙・気候の変化

など

←粘膜が腫れた状態と　
　なり、気道の周りの
　平滑筋が収縮するので
　気道が狭くなる。

発作を誘発
する刺激

【治療の３本柱】【引用文献】日本小児アレルギー学会監修：『家族と専門医が一緒に
作った小児ぜんそくハンドブック 2008』：Ｐ34-36：協和企画

薬を使った体調管理を目標に 積極的に心身の
　　　活動性を高める 生活環境から原因を減らす


